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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水酸基価が３０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇである水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）、
アクリル系共重合体（Ｂ）、
平均粒子径が１～２００ｎｍである熱線遮蔽顔料（Ｃ）、
紫外線吸収剤（Ｄ）、
シランカップリング剤（Ｅ）、
コロイダルシリカ（Ｆ）、及び、
有機溶剤（Ｇ）、
を含み、
アクリル系共重合体（Ｂ）は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）と相溶するものであり
、
アクリル系共重合体（Ｂ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系
共重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で１０～９０質量％であり、
ヘイズが２．０％以下であり、全光線透過率が７０％以上である
ことを特徴とするフッ素樹脂組成物。
【請求項２】
水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）は、数平均分子量が５万以下である請求項１記載のフ
ッ素樹脂組成物。
【請求項３】
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熱線遮蔽顔料（Ｃ）は、スズドープ酸化インジウム顔料、アンチモンドープ酸化スズ顔料
、六ホウ化ランタン顔料、及び、酸化亜鉛顔料からなる群より選択される少なくとも１種
である請求項１又は２記載のフッ素樹脂組成物。
【請求項４】
紫外線吸収剤（Ｄ）は、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸
収剤、トリアジン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、及び、クマリン
系紫外線吸収剤からなる群より選択される少なくとも１種である請求項１、２又は３記載
のフッ素樹脂組成物。
【請求項５】
硬化剤（Ｈ）を更に含む請求項１、２、３又は４記載のフッ素樹脂組成物。
【請求項６】
レベリング剤（Ｉ）を更に含む請求項１、２、３、４又は５記載のフッ素樹脂組成物。
【請求項７】
親水化剤（Ｊ）を更に含む請求項１、２、３、４、５又は６記載のフッ素樹脂組成物。
【請求項８】
コロイダルシリカ（Ｆ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共
重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で１．０～１２質量％である請求項１、
２、３、４、５、６又は７記載のフッ素樹脂組成物。
【請求項９】
請求項１、２、３、４、５、６、７又は８記載のフッ素樹脂組成物を用いて形成されたこ
とを特徴とする塗膜。
【請求項１０】
透明基材と、前記透明基材上に請求項１、２、３、４、５、６、７又は８記載のフッ素樹
脂組成物を用いて形成された塗膜とを有することを特徴とする物品。
【請求項１１】
透明基材は、ガラスである請求項１０記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、フッ素樹脂組成物、塗膜、及び、物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
紫外線や赤外線の侵入を抑えるために、家屋、ビル等の建築物や自動車等の窓ガラス面に
塗膜を形成することが知られている。窓ガラス面にそのような塗膜があることにより、建
物室内温度が過剰に上昇するのを防ぐことができる。
【０００３】
上記塗膜には、紫外線や赤外線を遮蔽する機能だけではなく、他の機能も必要とされる。
例えば、視界を遮らないような透明性が必要とされる。また、太陽光線や風雨に直接曝さ
れるため、耐候性や耐水性が必要とされる。
【０００４】
ガラス面上に形成される塗膜は、例えば、錫ドーブ酸化インジウム（ＩＴＯ）等の金属酸
化物である赤外線又は紫外線遮蔽材料と、有機樹脂と、種々の添加剤とを含む塗料組成物
を、ガラス基材に塗布することにより形成することができる（特許文献１～２）。
【０００５】
特許文献３には、金属酸化物半導体と近赤外線吸収剤と紫外線吸収剤と可視光に対して透
明な合成樹脂を有機溶剤に混合し、透明な基材に塗布し、有機溶剤を乾燥除去してなる紫
外線・赤外線遮蔽体が開示されている。
【０００６】
特許文献４には、水酸基価が３０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇのフッ素樹脂、及び、平均粒子
径が１～２００ｎｍの熱線遮蔽無機微粒子を含む塗料用フッ素樹脂組成物をガラス板に塗
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布し、乾燥させて、透明性、耐薬品性及び耐候性に優れた熱線遮蔽膜を形成したことが開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－１３４４３２号公報
【特許文献２】特開平１０－２７９３２９号公報
【特許文献３】特許第４０１６３８５号公報
【特許文献４】特開２００９－２４１４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
しかしながら、従来の塗膜は、紫外線や赤外線の遮蔽効果は改善されたものの、温度が大
きく変化した場合に窓ガラスから塗膜が剥がれるといった問題があった。また、窓ガラス
を掃除する際に、塗膜を擦ると傷が付いてしまうといった問題があった。
【０００９】
本発明は、上記現状に鑑みて、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、高い透明
性及び表面硬度を有する塗膜を形成することができるフッ素樹脂組成物を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明者らは、水酸基含有硬化性含フッ素ポリマーに、特定の成分を配合することにより
、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、表面硬度及び透明性が高い塗膜を形成
することができることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
すなわち、本願発明は、水酸基価が３０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇである水酸基含有含フッ
素共重合体（Ａ）、アクリル系共重合体（Ｂ）、平均粒子径が１～２００ｎｍである熱線
遮蔽顔料（Ｃ）、紫外線吸収剤（Ｄ）、シランカップリング剤（Ｅ）、コロイダルシリカ
（Ｆ）、及び、有機溶剤（Ｇ）を含むフッ素樹脂組成物である。
上記フッ素樹脂組成物は、ヘイズが２．０％以下であり、全光線透過率が７０％以上であ
ることが好ましい。
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）と相溶することが
好ましい。
上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）は、数平均分子量が５万以下であることが好まし
い。
上記熱線遮蔽顔料（Ｃ）は、スズドープ酸化インジウム顔料、アンチモンドープ酸化スズ
顔料、六ホウ化ランタン顔料、及び、酸化亜鉛顔料からなる群より選択される少なくとも
１種であることが好ましい。
上記紫外線吸収剤（Ｄ）は、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系紫外
線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、及び、クマ
リン系紫外線吸収剤からなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましい。
上記フッ素樹脂組成物は、硬化剤（Ｈ）を更に含むことが好ましい。
上記フッ素樹脂組成物は、レベリング剤（Ｉ）を更に含むことが好ましい。
上記フッ素樹脂組成物は、親水化剤（Ｊ）を更に含むことが好ましい。
【００１２】
本発明はまた、上述のフッ素樹脂組成物を用いて形成されたことを特徴とする塗膜である
。
本発明はまた、透明基材と、上記透明基材上に上述のフッ素樹脂組成物を用いて形成され
た塗膜とを有することを特徴とする物品でもある。
上記透明基材は、ガラスであることが好ましい。
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以下に本発明を詳細に説明する。
【発明の効果】
【００１３】
本発明のフッ素樹脂組成物を用いれば、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、
表面硬度及び透明性が高い塗膜を作成することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
本発明は、水酸基価が３０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇである水酸基含有含フッ素共重合体（
Ａ）、アクリル系共重合体（Ｂ）、平均粒子径が１～２００ｎｍである熱線遮蔽顔料（Ｃ
）、紫外線吸収剤（Ｄ）、シランカップリング剤（Ｅ）、コロイダルシリカ（Ｆ）、及び
、有機溶剤（Ｇ）を含む。
このため、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、表面硬度及び透明性が高い塗
膜を作成することができる。
本発明のフッ素樹脂組成物を構成する各成分について、以下に説明する。
【００１５】
（Ａ）水酸基含有含フッ素共重合体
本発明のフッ素樹脂組成物は、水酸基価が３０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇである水酸基含有
含フッ素共重合体（Ａ）を含むことにより、耐候性、耐湿性、耐熱性及び絶縁性に優れた
塗膜を形成することができる。
【００１６】
上記水酸基価は、得られる塗膜の耐水性や密着性が向上する点で、３５ｍｇＫＯＨ／ｇ以
上が好ましく、４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上がより好ましい。また、溶剤溶解性、密着性が向
上する点で、１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下が好ましい。
上記水酸基価は、ＪＩＳ　Ｋ　００７０に準拠する方法により測定して得られる値である
。
【００１７】
上記水酸基含有含フッ素共重合体は、含フッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基含有単
量体に基づく重合単位とを含むことが好ましい。
【００１８】
水酸基含有単量体としては、例えば、２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、３－ヒドロ
キシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシ
－２－メチルプロピルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、４－ヒド
ロキシ－２－メチルブチルビニルエーテル、５－ヒドロキシペンチルビニルエーテル、６
－ヒドロキシヘキシルビニルエーテル等の水酸基含有ビニルエーテル類；２－ヒドロキシ
エチルアリルエーテル、４－ヒドロキシブチルアリルエーテル、グリセロールモノアリル
エーテル等の水酸基含有アリルエーテル類等が挙げられる。これらのなかでも水酸基含有
ビニルエーテル類が好ましく、特に４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、２－ヒドロキ
シエチルビニルエーテルが重合反応性、官能基の硬化性が優れる点で好ましい。
【００１９】
他の水酸基含有単量体としては、例えば、アクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリル
酸２－ヒドロキシエチル等の（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステル等が例示
できる。
【００２０】
含フッ素単量体、すなわち、上記水酸基が導入される含フッ素ポリマーを形成するための
単量体としては、例えば、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ビニ
リデンフルオライド、ビニルフルオライド、及び、フルオロビニルエーテルを挙げること
ができ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
中でも、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、及び、ビニリデンフル
オライドからなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましく、テトラフルオ
ロエチレンであることがより好ましい。
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【００２１】
上記水酸基が導入される含フッ素ポリマーとしては、該ポリマーを構成する重合単位に応
じて、例えば次のものが例示できる。
【００２２】
（１）パーフルオロオレフィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマー：
具体例としては、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）の単独重合体、または、ＴＦＥとヘ
キサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）、パーフルオロ（アルキルビニルエーテル）（ＰＡＶ
Ｅ）等との共重合体、更にはこれらと共重合可能な他の単量体との共重合体等が挙げられ
る。
【００２３】
上記共重合可能な他の単量体としては、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビ
ニル、イソ酪酸ビニル、ピバリン酸ビニル、カプロン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、
ラウリン酸ビニル、ステアリン酸ビニル、シクロヘキシルカルボン酸ビニル、安息香酸ビ
ニル、パラ－ｔ－ブチル安息香酸ビニル等のカルボン酸ビニルエステル類；メチルビニル
エーテル、エチルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテ
ル等のアルキルビニルエーテル類；エチレン、プロピレン、ｎ－ブテン、イソブテン等非
フッ素系オレフィン類；ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）、クロロトリフルオロエチレ
ン（ＣＴＦＥ）、ビニルフルオライド（ＶＦ）、フルオロビニルエーテル等のフッ素系単
量体等が挙げられるが、これらのみに限定されるものではない。
【００２４】
これらのうち、ＴＦＥを主体とするＴＦＥ系ポリマーが、顔料分散性や耐候性、共重合性
、耐薬品性に優れている点で好ましい。
【００２５】
具体的な硬化性官能基含有パーフルオロオレフィン系ポリマーとしては、例えばＴＦＥ／
イソブチレン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／バー
サチック酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／
ＶｄＦ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体等があげられ、特にＴ
ＦＥ／イソブチレン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ
／バーサチック酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体等が
好ましい。
【００２６】
ＴＦＥ系の塗料用硬化性ポリマー組成物としては、例えば、ダイキン工業（株）製のゼッ
フルＧＫシリーズ等が例示できる。
【００２７】
（２）クロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）単位を主体とするＣＴＦＥ系ポリマー：
具体例としては、例えば、ＣＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共
重合体等が挙げられる。
【００２８】
ＣＴＦＥ系の塗料用硬化性ポリマー組成物としては、例えば旭硝子（株）製のルミフロン
、ＤＩＣ（株）製のフルオネート、セントラル硝子（株）製のセフラルコート、東亜合成
（株）製のザフロン等が例示できる。
【００２９】
（３）ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）単位を主体とするＶｄＦ系ポリマー：
具体例としては、例えばＶｄＦ／ＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体
の共重合体等が挙げられる。
【００３０】
（４）フルオロアルキル単位を主体とするフルオロアルキル基含有ポリマー：
具体例としては、例えばＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ２）ｎＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ

２（ｎ＝３と４の混合物）／２－ヒドロキシエチルメタクリレート／ステアリルアクリレ
ート共重合体等が挙げられる。



(6) JP 5768089 B2 2015.8.26

10

20

30

40

50

フルオロアルキル基含有ポリマーとしては、例えばダイキン工業（株）製のユニダインや
エフトーン、デュポン社製のゾニール等が例示できる。
【００３１】
これらのうち、耐候性、防湿性を考慮すると、パーフルオロオレフィン系ポリマーが好ま
しい。
【００３２】
上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）は、例えば、特開２００４－２０４２０５号公報
に開示される方法により製造することができる。
【００３３】
上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）は、数平均分子量が５万以下であることが好まし
い。上記数平均分子量は、小さすぎると得られる塗膜の硬度が不充分となり、大きすぎる
と塗料組成物の粘度が高くなり、塗膜外観が悪くなる点で、１０００以上が好ましく、３
０００以上がより好ましく、５０００以上が更に好ましい。また、３万以下であることが
より好ましく、２万以下であることが更に好ましい。
上記数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）法によるポリ
スチレン換算にて得られる値である。
【００３４】
上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）の含有量は、フッ素樹脂組成物中の不揮発分の総
量１００質量％に対し、２０～９０質量％であることが好ましい。
【００３５】
（Ｂ）アクリル系共重合体
本発明のフッ素樹脂組成物は、アクリル系共重合体（Ｂ）を含むことにより、得られる塗
膜の硬度が高くなり、仕上がり外観が良好になる。
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）と相溶するこ
とが好ましい。
上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）と相溶するとは、混合性がよく、分離せず、かつ
、塗膜の透明性が著しく損なわれないことをいう。
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、フッ素原子を含まないことが好ましい。
【００３６】
アクリル系共重合体としては、従来より塗料用に使用されているものが挙げられるが、な
かでも、（ｉ）（メタ）アクリル酸の炭素数１～１０のアルキルエステルの単独重合体ま
たは共重合体、ならびに、（ｉｉ）側鎖および／または主鎖末端に硬化性官能基を有する
（メタ）アクリル酸エステル共重合体からなる群より選択される少なくとも１種が好まし
い。
【００３７】
上記（ｉ）のアクリル系重合体としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレ
ート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シ
クロヘキシル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸モノマーの単独又は共重合体
、あるいはこれらと共重合可能なエチレン性不飽和単量体との共重合体が挙げられる。
【００３８】
なかでも、上記水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）との相溶性に優れる点で、イソブチル
（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート、又は、シクロヘキシル（メタ）アクリレートの単独及び共重合体、ならび
に、これらと共重合可能なエチレン性不飽和単量体との共重合体が好ましい。
【００３９】
上記共重合可能なエチレン性不飽和単量体としては、例えば、芳香族基を有する（メタ）
アクリレート類、α位にフッ素原子または塩素原子を有する（メタ）アクリレート類、ア
ルキル基がフッ素原子で置換されたフルオロアルキル（メタ）アクリレート類、ビニルエ
ーテル類、ビニルエステル類、スチレンなどの芳香族ビニルモノマー類、エチレン、プロ
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ピレン、イソブチレン、塩化ビニル、塩化ビニリデンなどのオレフィン類、フマル酸ジエ
ステル類、マレイン酸ジエステル類、（メタ）アクリロニトリル等が挙げられる。
【００４０】
上記（ｉｉ）のアクリル系重合体としては、上記（ｉ）で説明した（メタ）アクリル酸モ
ノマーと共に、硬化性官能基を有する単量体を共重合したものが挙げられる。
上記硬化性官能基を有する単量体としては、水酸基、カルボキシル基、エポキシ基、アミ
ノ基などを有する単量体が挙げられる。
【００４１】
上記（ｉｉ）のアクリル系重合体の具体例としては、例えば、ヒドロキシエチル（メタ）
アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチルビ
ニルエーテル、（メタ）アクリル酸、グリシジル（メタ）アクリレート、２－アミノエチ
ル（メタ）アクリレート、２－アミノプロピル（メタ）アクリレートなどの硬化性官能基
を有する単量体と、上記（メタ）アクリル酸の炭素数１～１０のアルキルエステルとの共
重合体、または、これらと上記エチレン性不飽和単量体との共重合体が挙げられるが、こ
れらのみに限定されるものではない。
【００４２】
上記（ｉ）及び（ｉｉ）のアクリル系重合体は、（メタ）アクリル酸の炭素数１～１０の
アルキルエステルの含有量が、溶剤溶解性、耐候性、耐水性、耐薬品性、硬さ、フッ素樹
脂との相溶性に優れる点で、５質量％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましい。
また、密着性、耐候性、耐薬品性などに優れる点から、９８質量％以下が好ましく、特に
９６質量％以下とするのが好ましい。
【００４３】
とりわけ、（メタ）アクリル酸の炭素数１～１０のアルキルエステルとしてｔ－ブチル（
メタ）アクリレートを用いる場合、ｔ－ブチル（メタ）アクリレートの含有量は、溶剤溶
解性、耐候性、密着性、硬さ、フッ素樹脂との相溶性、耐水性、耐薬品性に優れることか
ら、１０質量％以上が好ましく、２０質量％以上がより好ましい。また、フッ素樹脂との
相溶性、可とう性などの点から、９８質量％以下が好ましく、特に９５質量％以下が好ま
しい。
【００４４】
この場合、併用される好ましい共重合可能なエチレン性不飽和モノマーとしては、溶剤溶
解性、耐薬品性、密着性などに優れる点から、例えば、芳香族基を有する（メタ）アクリ
レート類、α位にフッ素原子または塩素原子を有する（メタ）アクリレート類、アルキル
基がフッ素原子で置換されたフルオロアルキル（メタ）アクリレート類、ビニルエーテル
類、ビニルエステル類、スチレンなどの芳香族ビニルモノマー類、エチレン、プロピレン
、イソブチレン、塩化ビニル、塩化ビニリデンなどのオレフィン類、フマル酸ジエステル
類、マレイン酸ジエステル類、（メタ）アクリロニトリルなどが挙げられる。
【００４５】
また、この場合に併用される硬化性官能基を有する単量体としては、密着性、耐薬品性、
硬化性などに優れる点から、例えば、水酸基、カルボキシル基、エポキシ基、アミノ基な
どを有する単量体があげられる。具体例としては、たとえばヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチルビニ
ルエーテル、（メタ）アクリル酸、グリシジル（メタ）アクリレート、２－アミノエチル
（メタ）アクリレート、２－アミノプロピル（メタ）アクリレートなどの硬化性官能基含
有単量体が好ましい。
【００４６】
硬化性官能基を有する単量体の含有量は、耐水性、溶剤溶解性、耐薬品性、耐候性、フッ
素樹脂との相溶性、密着性などの点で優れることから、５０質量％以下が好ましく、より
好ましくは４０質量％以下であり、耐水性、耐薬品性、密着性、耐候性などの点から２質
量％以上が好ましく、４質量％以上がより好ましい。
【００４７】
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アクリル系重合体（ｉ）の市販品としては、例えば、ヒタロイド１００５、ヒタロイド１
２０６、ヒタロイド２３３０－６０、ヒタロイド４００１、ヒタロイド１６２８Ａなど（
いずれも日立化成工業社製、商品名）；ダイヤナールＬＲ－１０６５、ダイヤナールＬＲ
－９０、ダイヤナールＬＲ－６２０、ダイヤナールＬＲ－６６０、ダイヤナールＬＲ－６
７０など（いずれも三菱レイヨン社製、商品名）；パラロイドＢ－４４、パラロイドＢ－
６６、パラロイドＡ－２１、パラロイドＢ－８２など（いずれもローム＆ハース社製、商
品名）；ＥＬＶＡＣＩＴＥ　２０００など（デュポン社製、商品名）などが挙げられる。
【００４８】
アクリル系共重合体（ｉｉ）の市販品としては、ヒタロイド３００４、ヒタロイド３０１
８、ヒタロイド３０４６Ｃ、ヒタロイド６５００Ｂ、ヒタロイド６５００など（いずれも
日立化成工業社製、商品名）；アクリディックＡ８１０－４５、アクリディックＡ８１４
、アクリディック４７－５４０など（いずれも大日本インキ化学工業社製、商品名）；ダ
イヤナールＬＲ－６２０、ダイヤナールＬＲ－６６０、ダイヤナールＬＲ－６７０、ダイ
ヤナールＳＳ－１０８４、ダイヤナールＳＳ－７９２など（いずれも三菱レイヨン社製、
商品名）；オレスターＱ１６６、オレスターＱ１８５など（いずれも三井東圧化学社製、
商品名）；ハリアクロン８３６０Ｇ－５５、ハリアクロン８３６０ＨＳ－１３０、ハリア
クロン８１６０（いずれもハリマ化成社製、商品名）などがある。
【００４９】
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、数平均分子量が１０００～２０００００であることが
好ましい。１０００未満であると耐候性が低下するおそれがあり、２０００００を超える
と、溶剤溶解性が低下するおそれがある。
上記数平均分子量は、２０００以上がより好ましく、１０００００以下がより好ましい。
上記数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）法により測定
して得られる値である。
【００５０】
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、水酸基価が０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇであることが好
ましい。得られる塗膜の耐水性や密着性が向上する点で、３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上がより
好ましく、４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上が更に好ましく、５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上が特に好ま
しい。また、溶剤溶解性や得られる塗膜の密着性が良好となる点で、１５０ｍｇＫＯＨ／
ｇ以下が好ましい。
上記水酸基価は、ＪＩＳ　Ｋ　００７０に準拠する方法により測定して得られる値である
。
【００５１】
上記アクリル系共重合体（Ｂ）は、ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０～１１０℃であること
が好ましい。得られる塗膜の硬度が高くなる点で、４０℃以上がより好ましく、６０℃以
上が更に好ましい。
上記ガラス転移温度（Ｔｇ）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）により求めるガラス転移温度
（２ｎｄ　ｒｕｎ）の方法により測定して得られる値である。
【００５２】
上記アクリル系共重合体（Ｂ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリ
ル系共重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で１０～９０質量％が好ましい。
得られる塗膜の硬度及び密着性が向上する点で、２０～５０質量％がより好ましい。
【００５３】
（Ｃ）熱線遮蔽顔料
本発明のフッ素樹脂組成物は、熱線遮蔽顔料（Ｃ）を含むことにより、有効に赤外線を遮
蔽し、透明性が良好な塗膜を形成することができる。
熱線遮蔽顔料（Ｃ）としては、スズドープ酸化インジウム（ＩＴＯ）顔料、アンチモンド
ープ酸化スズ（ＡＴＯ）顔料、六ホウ化ランタン（ＬａＢ６）顔料、及び、酸化亜鉛顔料
からなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましい。
上記酸化亜鉛顔料は、アルミニウム、ガリウム、インジウム、イットリウム、ホウ素、ス
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カンジウム及びタリウム等のドーパントを含有してもよい。
なかでも、上記熱線遮蔽顔料（Ｃ）としては、高効率で赤外線、近赤外線及び遠赤外線を
遮蔽できる点で、スズドープ酸化インジウム（ＩＴＯ）顔料、及び、アンチモンドープ酸
化スズ（ＡＴＯ）顔料からなる群より選択される少なくとも１種がより好ましい。
上記熱線遮蔽顔料（Ｃ）は、単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００５４】
上記熱線遮蔽顔料（Ｃ）は、平均粒子径が１～２００ｎｍである。上記平均粒子径は、一
定の遮蔽性、透明性を得るため、１０ｎｍ以上が好ましく、２０ｎｍ以上がより好ましく
、１５０ｎｍ以下が好ましく、１００ｎｍ以下がより好ましい。
上記平均粒子径は、顔料分散液をアセトンで希釈し、固形分濃度を０．０１～１．０質量
％程度とした後、動的光散乱法粒度分析計のレーザー光散乱法により測定して得られる値
である。
【００５５】
上記熱線遮蔽顔料（Ｃ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共
重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で５～７０質量％であることが好ましい
。高効率で赤外線、近赤外線及び遠赤外線を遮蔽できる点で、上記含有量は、１０質量％
以上がより好ましい。また、可視光の透過率が高い点で、５０質量％以下がより好ましい
。
【００５６】
（Ｄ）紫外線吸収剤
本発明のフッ素樹脂組成物は、紫外線吸収剤（Ｄ）を含むことにより、耐候性、人体に有
害な紫外線の遮蔽に優れた塗膜を形成することができる。
紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ベンゾトリアゾール系
紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、修酸ア
ニリド系紫外線吸収剤などの有機系紫外線吸収剤や、酸化チタン、硫酸バリウム、酸化亜
鉛、シリカ、酸化マグネシウム、酸化アルミ、酸化鉄、酸化セリウムなどの無機系紫外線
吸収剤などが挙げられる。
なかでも、得られる塗膜の紫外線遮蔽性が高くなる点で、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤
、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート
系紫外線吸収剤、及び、クマリン系紫外線吸収剤からなる群より選択される少なくとも１
種が好ましい。
【００５７】
上記ベンゾフェノン系紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノン等が挙げられる。
【００５８】
上記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゼンプロパン酸３－（２
Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキ
シＣ７－９側鎖および直鎖アルキルエステル（チヌビン３８４－２：商品名、チバ・スペ
シャルティ・ケミカルズ社製）、３－［３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－
５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオン酸イソオクチル（チヌビン
３８４：商品名、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）、２－（２’－ヒドロキシ－
３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール（チヌビン３
２８：商品名、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）、２－［２－ヒドロキシ－３，
５－ビス（１，１－ジメチルベンジル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール（チヌビ
ン９００：商品名、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）、２－［２－ヒドロキシ－
３－（１，１－ジメチルベンジル）－５－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェ
ニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール（チヌビン９２８：商品名、チバ・スペシャルティ・
ケミカルズ社製）、３－［３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２
－イル）－４－ヒドロキシフェニル］プロピオン酸メチル／ポリエチレングリコール３０
０の縮合物（チヌビン１１３０：商品名、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）等が
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挙げられる。
【００５９】
上記トリアジン系紫外線吸収剤としては、例えば、２－（４－［（２－ヒドロキシ－３－
ドデシルオキシプロピル）オキシ］－２－ヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン（チヌビン４００：商品名、チバ・スペ
シャルティ・ケミカルズ社製）、２－（４－［（２－ヒドロキシ－３－トリデシルオキシ
プロピル）オキシ］－２－ヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、チヌビン４７９（商品名、チバ・スペシャルティ・ケ
ミカルズ社製）等が挙げられる。
【００６０】
上記シアノアクリレート系紫外線吸収剤としては、例えば、２－エチルヘキシル－２－シ
アノ－３，３’－ジフェニルアクリレート（Ｕｖｉｎｕｌ　３０３９：商品名、ＢＡＳＦ
社製）等が挙げられる。
【００６１】
上記クマリン系紫外線吸収剤としては、例えば、３－フェニル－７－（４’－メチル－５
’－ｎ－ブトキシベンゾトリアゾリル－２－）クマリン等が挙げられる。
【００６２】
なかでも、上記紫外線吸収剤（Ｄ）としては、透明性及び紫外線遮蔽性が高い塗膜が形成
できる点で、トリアジン系紫外線吸収剤がより好ましい。
上記紫外線吸収剤（Ｄ）は、単独で使用しても、２種以上を併用してもよい。
【００６３】
上記紫外線吸収剤（Ｄ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共
重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で０．１～１０質量％であることが好ま
しい。上記含有量は、１質量％以上がより好ましく、８質量％以下がより好ましい。
上記紫外線吸収剤（Ｄ）の含有量は、２種以上含む場合、それらの合計量である。
【００６４】
（Ｅ）シランカップリング剤
本発明のフッ素樹脂組成物は、シランカップリング剤（Ｅ）を含むことにより、高い表面
硬度を有する塗膜を形成することができる。
シランカップリング剤（Ｅ）としては、例えば、エポキシ基、アミノ基、イソシアネート
基、メルカプト基、又は、（メタ）アクリレート基を含有したシランカップリング剤が挙
げられ、具体的には、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、β－（３，４－エ
ポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシ
ラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエ
トキシシラン、ＯＣＮＣ３Ｈ６Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＯＣＮＣ３Ｈ６Ｓｉ（ＯＣ２Ｈ５）

３等が挙げられる。
なかでも、密着性及び相溶性が良好である点で、ＯＣＮＣ３Ｈ６Ｓｉ（ＯＣＨ３）３が好
ましい。
上記シランカップリング剤（Ｅ）は、単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよ
い。
【００６５】
上記シランカップリング剤（Ｅ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアク
リル系共重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で０．１～３０質量％であるこ
とが好ましい。上記含有量は、密着性がより高くなる点で、５．０質量％以上がより好ま
しく、２０質量％以下がより好ましい。
【００６６】
（Ｆ）コロイダルシリカ
本発明のフッ素樹脂組成物は、コロイダルシリカ（Ｆ）を含むことにより、得られる塗膜
の透明性及び硬度を向上させることができる。
【００６７】
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コロイダルシリカ（Ｆ）は、平均粒子径が１～２００ｎｍであることが好ましい。
平均粒子径は、塗料の分散安定性や、得られる塗膜の硬度が良好となる点で、５ｎｍ以上
が好ましい。また、透明性が良好となる点で、１００ｎｍ以下が好ましく、６０ｎｍ以下
がより好ましい。
上記平均粒子径は、コロイダルシリカ溶液をアセトンで希釈し、固形分濃度を０．０１～
１．０質量％程度とした後、動的光散乱法粒度分析計のレーザー光散乱法により測定して
得られる値である。
【００６８】
上記コロイダルシリカ（Ｆ）としては、例えば、オルガノゾルＩＰＡ－ＳＴ、ＭＥＫ－Ｓ
Ｔ、ＭＥＫ－ＡＣ－２２（いずれも日産化学工業社製）等が挙げられる。
【００６９】
コロイダルシリカ（Ｆ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共
重合体（Ｂ）の固形分質量合計に対して、固形分で１．０～１２質量％であることが好ま
しい。コロイダルシリカ（Ｆ）の含有量は、得られる塗膜の表面硬度が高くなり、かつ、
透過性が良好となる点で、２．０質量％以上がより好ましく、１０質量％以下がより好ま
しい。
【００７０】
（Ｇ）有機溶剤
本発明のフッ素樹脂組成物に使用する有機溶剤（Ｇ）としては、例えば、酢酸エチル、酢
酸ブチル、酢酸イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸セロソルブ、プロピレングリコール
メチルエーテルアセテート等のエステル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソ
ブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等の環
状エーテル類；Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のアミ
ド類；キシレン、トルエン、ソルベントナフサ等の芳香族炭化水素類；プロピレングリコ
ールメチルエーテル、エチルセロソルブ等のグリコールエーテル類；カルビトールアセテ
ート等のジエチレングリコールエステル類；ｎ－ペンタン、ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン
、ｎ－オクタン、ｎ－ノナン、ｎ－デカン、ｎ－ウンデカン、ｎ－ドデカン、ミネラルス
ピリット等の脂肪族炭化水素類；これらの混合等が挙げられる。これらは、単独でまたは
２種以上を併用してもよい。
なかでも、エステル類が好ましい。
【００７１】
（Ｈ）硬化剤
本発明のフッ素樹脂組成物は、硬化剤（Ｈ）を含んでいてもよい。
上記硬化剤（Ｈ）としては、イソシアネート系硬化剤、メラミン樹脂、シリケート化合物
、イソシアネート基含有シラン化合物などが好ましく例示できる。
【００７２】
上記硬化剤（Ｈ）としては、中でも、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（
イソシアネートメチル）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選
択される少なくとも１種のイソシアネートから誘導されるポリイソシアネート化合物、ヘ
キサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネート化合物、ヘキ
サメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）から誘導されるポリイソシアネート化合物、並び
に、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイソシアネート化合物
からなる群より選択される少なくとも１種の化合物が好ましい。
【００７３】
硬化剤（Ｈ）として、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）及びビス（イソシアネート
メチル）シクロヘキサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）からなる群より選択される少なく
とも１種のイソシアネート（以下、イソシアネート（ｉ）ともいう。）から誘導されるポ
リイソシアネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（Ｉ）ともいう。）を用いた
場合、本発明の塗料組成物から得られる塗膜とガラスとの密着性が、より優れたものにな
る。
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上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）としては、例えば、上記イソシアネート（ｉ）と３
価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、上記イソシアネート
（ｉ）からなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、上記イソシアネート
（ｉ）からなるビウレットを挙げることができる。
【００７４】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（１）：
【００７５】
【化１】

【００７６】
（式中、Ｒ１は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ２は、フェニレン基又は
シクロヘキシレン基を表す。ｋは、３～２０の整数である。）で表される構造を有するも
のが好ましい。
上記一般式（１）中のＲ１は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水素基
であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族炭化
水素基が更に好ましい。
上記Ｒ２がフェニレン基である場合、１，２－フェニレン基（ｏ－フェニレン基）、１，
３－フェニレン基（ｍ－フェニレン基）、及び、１，４－フェニレン基（ｐ－フェニレン
基）のいずれであってもよい。中でも、１，３－フェニレン基（ｍ－フェニレン基）が好
ましい。また、上記一般式（１）中の全てのＲ２が同じフェニレン基であってもよく、２
種以上が混在していてもよい。
上記Ｒ２がシクロヘキシレン基である場合、１，２－シクロヘキシレン基、１，３－シク
ロヘキシレン基、及び、１，４－シクロヘキシレン基のいずれであってもよい。中でも、
１，３－シクロヘキシレン基が好ましい。また、上記一般式（１）中の全てのＲ２が同じ
シクロヘキシレン基であってもよく、２種以上が混在していてもよい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【００７７】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（２）：
【００７８】

【化２】

【００７９】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、上記イソシアネートの三量化反応により得られる
三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等を挙げる
ことができる。
中でも、下記一般式（３）：
【００８０】
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【化３】

【００８１】
（式中、Ｒ２は、一般式（１）中のＲ２と同じである。）で表される三量体が好ましい。
すなわち、上記イソシアヌレート構造体は、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソ
シアネートメチル）シクロヘキサンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシア
ネートの三量体であることが好ましい。
【００８２】
上記ビウレットは、下記一般式（４）：
【００８３】
【化４】

【００８４】
（式中、Ｒ２は、一般式（１）中のＲ２と同じである。）で表される構造を有する化合物
であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異なる条件下で、上記イソシアネー
トを三量化することにより、得ることができる。
【００８５】
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）としては、中でも、上記アダクト、すなわち、キシ
リレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサンからなる群よ
り選択される少なくとも１種のイソシアネートと、３価以上の脂肪族多価アルコールと、
を付加重合して得られるものであることが好ましい。
【００８６】
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）が、上記イソシアネート（ｉ）と３価以上の脂肪族
多価アルコールとのアダクトである場合、該３価以上の脂肪族多価アルコールとしては、
具体的には、グリセロール、トリメチロールプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキサン
トリオール、トリメチロールエタン、２，４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチルペン
タン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキシメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒドロキ
シメチル）ブタノール－３等の３価アルコール；ペンタエリスリトール、ジグリセロール
等の４価アルコール；アラビット、リビトール、キシリトール等の５価アルコール（ペン
チット）；ソルビット、マンニット、ガラクチトール、アロズルシット等の６価アルコー
ル（ヘキシット）等が挙げられる。中でも、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリト
ールが特に好ましい。
【００８７】
また、上記アダクトの構成成分として用いられるキシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）
としては、１，３－キシリレンジイソシアネート（ｍ－キシリレンジイソシアネート）、
１，２－キシリレンジイソシアネート（ｏ－キシリレンジイソシアネート）、１，４－キ
シリレンジイソシアネート（ｐ－キシリレンジイソシアネート）が挙げられるが、中でも
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、１，３－キシリレンジイソシアネート（ｍ－キシリレンジイソシアネート）が好ましい
。
【００８８】
また、上記アダクトの構成成分として用いられるビス（イソシアネートメチル）シクロヘ
キサン（水素化ＸＤＩ、Ｈ６ＸＤＩ）としては、１，３－ビス（イソシアネートメチル）
シクロヘキサン、１，２－ビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス
（イソシアネートメチル）シクロヘキサンが挙げられるが、中でも、１，３－ビス（イソ
シアネートメチル）シクロヘキサンが好ましい。
【００８９】
キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサンからなる
群より選択される少なくとも１種のイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多
価アルコールと、を付加重合することにより、本発明で好適に用いられるアダクトが得ら
れる。
【００９０】
本発明で好ましく用いられるアダクトとして、具体的には、例えば下記一般式（５）：
【００９１】
【化５】

【００９２】
（式中、Ｒ３は、フェニレン基又はシクロヘキシレン基を表す。）で表わされる化合物、
すなわち、キシリレンジイソシアネート及びビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサ
ンからなる群より選択される少なくとも１種のイソシアネートと、トリメチロールプロパ
ン（ＴＭＰ）と、を付加重合することにより得られるポリイソシアネート化合物を挙げる
ことができる。
上記一般式（５）中のＲ３で表されるフェニレン基又はシクロヘキシレン基については、
上記一般式（１）におけるＲ２について述べたとおりである。
【００９３】
上記一般式（５）で表されるポリイソシアネート化合物の市販品としては、タケネートＤ
１１０Ｎ（三井化学株式会社製、ＸＤＩとＴＭＰとのアダクト、ＮＣＯ含有量１１．８％
）、タケネートＤ１２０Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩとＴＭＰとのアダクト、Ｎ
ＣＯ含有量１１．０％）等が挙げられる。
【００９４】
上記ポリイソシアネート化合物（Ｉ）が、イソシアヌレート構造体である場合の具体例と
しては、タケネートＤ１２１Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩヌレート、ＮＣＯ含有
量１４．０％）、タケネートＤ１２７Ｎ（三井化学株式会社製、Ｈ６ＸＤＩヌレート、Ｈ
６ＸＤＩの３量体、ＮＣＯ含有量１３．５％）等が挙げられる。
【００９５】
硬化剤として、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）に基づくブロックイソシアネ
ート（以下、単にブロックイソシアネートともいう。）を用いることにより、本発明のフ
ッ素樹脂組成物が充分なポットライフ（可使時間）を有するものとなる。
上記ブロックイソシアネートとしては、ヘキサメチレンジイソシアネートから誘導される
ポリイソシアネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）ともいう。）をブ
ロック化剤で反応させて得られるものが好ましい。
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）としては、例えば、ヘキサメチレンジイソシアネ
ートと３価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、ヘキサメチ
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レンジイソシアネートからなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、ヘキ
サメチレンジイソシアネートからなるビウレットを挙げることができる。
【００９６】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（６）：
【００９７】
【化６】

【００９８】
（式中、Ｒ４は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。ｋは、３～２０の整数であ
る。）で表される構造を有するものが好ましい。
上記一般式（６）中のＲ４は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水素基
であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族炭化
水素基が更に好ましい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【００９９】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（２）：
【０１００】
【化７】

【０１０１】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、上記イソシアネートの三量化反応により得られる
三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等を挙げる
ことができる。
中でも、下記一般式（７）：
【０１０２】
【化８】

【０１０３】
で表される三量体が好ましい。
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【０１０４】
上記ビウレットは、下記一般式（８）：
【０１０５】
【化９】

【０１０６】
で表される構造を有する化合物であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異な
る条件下で、ヘキサメチレンジイソシアネートを三量化することにより、得ることができ
る。
【０１０７】
上記ブロック化剤としては、活性水素を有する化合物を用いることが好ましい。上記活性
水素を有する化合物としては、例えば、アルコール類、オキシム類、ラクタム類、活性メ
チレン化合物、及び、ピラゾール化合物からなる群より選択される少なくとも１種を用い
ることが好ましい。
【０１０８】
このように、上記ブロックイソシアネートがヘキサメチレンジイソシアネートから誘導さ
れるポリイソシアネート化合物をブロック化剤で反応させて得られるものであり、上記ブ
ロック化剤は、アルコール類、オキシム類、ラクタム類、活性メチレン化合物、及び、ピ
ラゾール化合物からなる群より選択される少なくとも１種であることは、本発明の好まし
い実施形態の１つである。
【０１０９】
上記ブロックイソシアネートを得るためのポリイソシアネート化合物（ＩＩ）が、ヘキサ
メチレンジイソシアネートと３価以上の脂肪族多価アルコールとのアダクトである場合、
該３価以上の脂肪族多価アルコールとしては、具体的には、グリセロール、トリメチロー
ルプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキサントリオール、トリメチロールエタン、２，
４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチルペンタン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキ
シメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒドロキシメチル）ブタノール－３等の３価アルコ
ール；ペンタエリスリトール、ジグリセロール等の４価アルコール；アラビット、リビト
ール、キシリトール等の５価アルコール（ペンチット）；ソルビット、マンニット、ガラ
クチトール、アロズルシット等の６価アルコール（ヘキシット）等が挙げられる。中でも
、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトールが特に好ましい。
ヘキサメチレンジイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多価アルコールとを
付加重合することにより、上記アダクトが得られる。
【０１１０】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＩ）と反応させる、活性水素を有する化合物としては
、具体的には、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、メトキ
シプロパノール等のアルコール類；アセトンオキシム、２－ブタノンオキシム、シクロヘ
キサノンオキシム等のオキシム類；ε－カプロラクタム等のラクタム類；アセト酢酸メチ
ル、マロン酸エチル等の活性メチレン化合物；３－メチルピラゾール、３，５－ジメチル
ピラゾール、３，５－ジエチルピラゾール等のピラゾール化合物等が挙げられ、これらの
１種又は２種以上を用いることができる。
中でも、活性メチレン化合物、オキシム類が好ましく、活性メチレン化合物がより好まし
い。
【０１１１】
上記ブロックイソシアネートの市販品としては、デュラネートＫ６０００（旭化成ケミカ
ルズ株式会社製、ＨＤＩの活性メチレン化合物ブロックイソシアネート）、デュラネート
ＴＰＡ－Ｂ８０Ｅ（旭化成ケミカルズ株式会社製）、デュラネートＭＦ－Ｂ６０Ｘ（旭化
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成ケミカルズ株式会社製）、デュラネート１７Ｂ－６０ＰＸ（旭化成ケミカルズ株式会社
製）、コロネート２５０７（日本ポリウレタン株式会社製）、コロネート２５１３（日本
ポリウレタン株式会社製）、コロネート２５１５（日本ポリウレタン株式会社製）、スミ
ジュールＢＬ－３１７５（住化バイエルウレタン株式会社製）、ＬｕｘａｔｅＨＣ１１７
０（オリン・ケミカルズ社製）、ＬｕｘａｔｅＨＣ２１７０（オリン・ケミカルズ社製）
等が挙げられる。
【０１１２】
硬化剤として、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）から誘導されるポリイソシア
ネート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）ともいう。）を用いることも
できる。ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）としては、ポリイソシアネート化合物（Ｉ
Ｉ）として上述したものが挙げられる。
【０１１３】
ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ）の具体例としては、コロネートＨＸ（日本ポリウレ
タン（株）製、ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造体、ＮＣＯ含有
量２１．１％）、スミジュールＮ３３００（住化バイエル社製、ヘキサメチレンジイソシ
アネートのイソシアヌレート構造体）、タケネートＤ１７０Ｎ（三井化学社製、ヘキサメ
チレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造体）、スミジュールＮ３８００（住化バ
イエル社製、ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造体プレポリマータ
タイプ）等が挙げられる。
【０１１４】
硬化剤として、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）から誘導されるポリイソシアネ
ート化合物（以下、ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）ともいう。）を用いることもでき
る。
【０１１５】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）としては、例えば、イソホロンジイソシアネート
と３価以上の脂肪族多価アルコールとを付加重合して得られるアダクト、イソホロンジイ
ソシアネートからなるイソシアヌレート構造体（ヌレート構造体）、及び、イソホロンジ
イソシアネートからなるビウレットを挙げることができる。
【０１１６】
上記アダクトとしては、例えば、下記一般式（９）：
【０１１７】
【化１０】

【０１１８】
（式中、Ｒ５は、炭素数３～２０の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ６は、下記一般式（１０
）：
【０１１９】

【化１１】

【０１２０】
で表される基である。ｋは、３～２０の整数である。）で表される構造を有するものが好
ましい。
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上記一般式（９）中のＲ５は、上記３価以上の脂肪族多価アルコールに基づく炭化水素基
であり、炭素数３～１０の脂肪族炭化水素基がより好ましく、炭素数３～６の脂肪族炭化
水素基が更に好ましい。
上記ｋは、３価以上の脂肪族多価アルコールの価数に対応する数である。上記ｋとして、
より好ましくは３～１０の整数であり、更に好ましくは３～６の整数である。
【０１２１】
上記イソシアヌレート構造体は、分子中に、下記一般式（２）：
【０１２２】
【化１２】

【０１２３】
で表されるイソシアヌレート環を１個又は２個以上有するものである。
上記イソシアヌレート構造体としては、イソホロンジイソシアネートの三量化反応により
得られる三量体、五量化反応により得られる五量体、七量化反応により得られる七量体等
を挙げることができる。
中でも、下記一般式（１１）：
【０１２４】
【化１３】

【０１２５】
（式中、Ｒ６は、一般式（９）中のＲ６と同じである。）で表される三量体が好ましい。
すなわち、上記イソシアヌレート構造体は、イソホロンジイソシアネートの三量体である
ことが好ましい。
【０１２６】
上記ビウレットは、下記一般式（１２）：
【０１２７】
【化１４】
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【０１２８】
（式中、Ｒ６は、一般式（９）中のＲ６と同じである。）で表される構造を有する化合物
であり、上記イソシアヌレート構造体を得る場合とは異なる条件下で、イソホロンジイソ
シアネートを三量化することにより、得ることができる。
【０１２９】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）としては、中でも、上記アダクト及び上記イソシ
アヌレート構造体からなる群より選択される少なくとも１種であることが好ましい。すな
わち、上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）は、イソホロンジイソシアネートと、３価
以上の脂肪族多価アルコールと、を付加重合して得られるアダクト、及び、イソホロンジ
イソシアネートからなるイソシアヌレート構造体からなる群より選択される少なくとも１
種であることが好ましい。
【０１３０】
上記ポリイソシアネート化合物（ＩＶ）が、イソホロンジイソシアネートと３価以上の脂
肪族多価アルコールとのアダクトである場合、該３価以上の脂肪族多価アルコールとして
は、具体的には、グリセロール、トリメチロールプロパン（ＴＭＰ）、１，２，６－ヘキ
サントリオール、トリメチロールエタン、２，４－ジヒドロキシ－３－ヒドロキシメチル
ペンタン、１，１，１－トリス（ビスヒドロキシメチル）プロパン、２，２－ビス（ヒド
ロキシメチル）ブタノール－３等の３価アルコール；ペンタエリスリトール、ジグリセロ
ール等の４価アルコール；アラビット、リビトール、キシリトール等の５価アルコール（
ペンチット）；ソルビット、マンニット、ガラクチトール、アロズルシット等の６価アル
コール（ヘキシット）等が挙げられる。中でも、トリメチロールプロパン、ペンタエリス
リトールが特に好ましい。
【０１３１】
イソホロンジイソシアネートと、上記のような３価以上の脂肪族多価アルコールと、を付
加重合することにより、本発明で好適に用いられるアダクトが得られる。
【０１３２】
本発明で好ましく用いられるアダクトとして、具体的には、例えば下記一般式（１３）：
【０１３３】

【化１５】

【０１３４】
（式中、Ｒ７は、下記一般式（１０）：
【０１３５】

【化１６】

【０１３６】
で表される基である。）で表される化合物、すなわち、イソホロンジイソシアネートとト
リメチロールプロパン（ＴＭＰ）とを付加重合することにより得られるポリイソシアネー
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ト化合物を挙げることができる。
【０１３７】
上記一般式（１０）で表されるポリイソシアネート化合物（イソホロンジイソシアネート
のＴＭＰアダクト体）の市販品としては、タケネートＤ１４０Ｎ（三井化学株式会社製、
ＮＣＯ含有量１１％）等が挙げられる。
【０１３８】
イソホロンジイソシアネートからなるイソシアヌレート構造体の市販品としては、デスモ
ジュールＺ４４７０（住化バイエルウレタン株式会社製、ＮＣＯ含有量１１％）等が挙げ
られる。
【０１３９】
なかでも、上記硬化剤（Ｈ）としては、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）から
誘導されるポリイソシアネート化合物（ポリイソシアネート化合物（ＩＩＩ））がより好
ましい。
【０１４０】
上記硬化剤（Ｈ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体中の水酸基１当量に対して０
．１～５当量であることが好ましく、０．５～１．５当量であることがより好ましい。
【０１４１】
本発明のフッ素樹脂組成物は、更に、レベリング剤（Ｉ）を含んでいてもよい。レベリン
グ剤を含むことにより、塗膜表面が平滑になり外観が良好となったり、塗膜に傷がつきに
くくなる。
レベリング剤（Ｉ）としては、例えば、シリコン系や、アクリルポリマー系の公知のもの
を挙げることができる。
【０１４２】
シリコン系レベリング剤としては、例えば、ポリエステル変性ポリジメチルシロキサン、
ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン、ポリエステル変性ポリメチルアルキルシロキ
サン、ポリエーテル変性ポリメチルアルキルシロキサン、アラルキル変性ポリメチルアル
キルシロキサン等が挙げられる。具体的には、ビックケミー社製のＢＹＫ－３００、ＢＹ
Ｋ－３０１、ＢＹＫ－３０２、ＢＹＫ－３３０、ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３１５、ＢＹ
Ｋ－３２０、ＢＹＫ－３２２等、共栄社化学社製のポリフロー４００Ｘ、４０１、４０２
等、楠本化成社製のディスパロン１７１１ＥＦ、１７５１Ｎ、１７６１等が挙げられる。
【０１４３】
アクリル系レベリング剤としては、ビックケミー社製のＢＹＫ－３５０、ＢＹＫ－３６１
Ｎ、ＢＹＫ－３４４０等、共栄社化学社製のポリフロー７、５０Ｅ、７５、９５等、楠本
化成社製のディスパロン１９７０、２３０、ＬＦ－１９８０、１９８２等が挙げられる。
【０１４４】
レベリング剤（Ｉ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共重合
体（Ｂ）の固形分質量合計に対して０．０１～５質量％であることが好ましく、０．０５
～３質量％であることがより好ましい。
【０１４５】
本発明のフッ素樹脂組成物は、更に、親水化剤（Ｊ）を含んでいてもよい。親水化剤を含
むことにより、汚れを容易に流し落とすことができる塗膜を形成することができる。
親水化剤（Ｊ）としては、硬化塗膜の表面に偏在して水酸基を保持し得るものが挙げられ
、具体的には、三菱化学社製ＭＳ－５１、ＭＳ－５６、ダイキン工業社製ゼッフルＧＨ－
７０１（含フッ素ポリシロキサン）等が挙げられる。
親水化剤（Ｊ）の含有量は、水酸基含有含フッ素共重合体（Ａ）とアクリル系共重合体（
Ｂ）の固形分質量合計に対して０．０１～５０質量％であることが好ましく、０．５～１
０質量％がより好ましい。
【０１４６】
本発明のフッ素樹脂組成物は、上述した成分以外に、必要に応じてその他の成分を含んで
いてもよい。
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その他の成分としては、例えば、顔料、沈降安定剤、硬化促進剤、消泡剤、光安定剤、増
粘剤、密着改良剤、つや消し剤等を挙げることができる。
【０１４７】
本発明のフッ素樹脂組成物は、上述した（Ａ）～（Ｇ）の成分、並びに、必要に応じて（
Ｈ）、（Ｉ）、（Ｊ）の成分及び他の成分を混合又は分散することにより調製することが
できる。上記混合及び分散は、特に限定されず、例えば、ペイントシェーカー、ビーズミ
ル、ニーダー等の公知の装置を使用して行うことができる。
本発明のフッ素樹脂組成物の固形分濃度は、特に限定されず、使用方法に応じて適宜調整
するとよい。
【０１４８】
本発明のフッ素樹脂組成物は、ヘイズが２．０％以下であることが好ましい。ヘイズが２
．０％を超えると、透明性が不充分となるおそれがある。上記ヘイズは、１．５％以下で
あることがより好ましい。
上記ヘイズは、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、厚み３ｍｍのフロートガラス（ＪＩＳ　Ｒ３
２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）上に、本発明のフッ素樹脂組成物を用
いて乾燥膜厚１５μｍの塗膜を形成したものを、ヘイズメーターで測定することにより得
られる値である。
【０１４９】
本発明のフッ素樹脂組成物はまた、全光線透過率が７０％以上であることが好ましい。全
光線透過率が７０％未満であると、可視光の透過率が低下し、ガラスに塗膜を形成した場
合、明るさが損なわれるおそれがある。上記全光線透過率は、８０％以上であることがよ
り好ましい。
上記全光線透過率は、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、厚み３ｍｍのフロートガラス（ＪＩＳ
　Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）上に、本発明のフッ素樹脂組成
物を用いて乾燥膜厚１５μｍの塗膜を形成したものを、光線透過率計で測定することによ
り得られる値である。
【０１５０】
本発明のフッ素樹脂組成物を使用して塗膜を形成する方法としては、特に限定されないが
、通常、基材上に本発明のフッ素樹脂組成物を塗装し、硬化させて塗膜を形成するとよい
。
上記塗装は、特に限定されず、公知の方法を用いればよく、例えば、ロールコート、カー
テンコート、スプレーコート、ダイコート、グラビアコート、流涎法による流し塗り、刷
毛塗り、スポンジ塗り等が挙げられる。
上記硬化は、フッ素樹脂組成物の成分に応じて、乾燥、加熱又は放射線照射等から適宜選
択して公知の方法で行うとよい。
【０１５１】
上記塗膜は、厚みが１～５０μｍであることが好ましい。上記厚みは、透明性や、紫外線
及び赤外線の遮蔽性に優れる点で、３μｍ以上がより好ましく、４０μｍ以下がより好ま
しく、３０μｍ以下が更に好ましい。
【０１５２】
上記塗膜は、表面硬度が、ＪＩＳ　Ｋ５４００．８．４（１ｋｇ荷重）による鉛筆硬度試
験において、Ｆ以上であることが好ましく、Ｈ以上であることがより好ましい。
【０１５３】
このように本発明のフッ素樹脂組成物は、特定の成分を含むものである。このため、耐熱
密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、表面硬度及び透明性が高い塗膜を形成するこ
とができる。このような、本発明のフッ素樹脂組成物を用いて形成された塗膜もまた本発
明の一つである。
【０１５４】
本発明のフッ素樹脂組成物を適用することができる基材としては、特に限定されないが、
透明基材が好ましい。透明基材の具体例としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート
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、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、フッ素樹脂等のプラスチック基材や、ガラス、
その他、透明性の要求される物品等が挙げられる。なかでも、特にガラスを基材として、
本発明のフッ素樹脂組成物を用いて塗膜を用いた場合、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性
に優れ、かつ、表面硬度及び透明性が高い塗膜を形成することができる。
このような、透明基材と、上記透明基材上に上述のフッ素樹脂組成物からなる塗膜とを有
することを特徴とする物品もまた、本発明の一つである。
上記透明基材としては、ガラスが好ましい。
【０１５５】
本発明のフッ素樹脂組成物を用いて形成された塗膜を有するガラスは、窓ガラスとして好
適に適用できる。上記窓ガラスは、塗膜が形成された面を屋外側に設置することができる
。
また、本発明のフッ素樹脂組成物を建造物の窓ガラスに塗布して、上記塗膜を形成するこ
ともできる。上記塗膜は、窓ガラスの屋外側の面に形成することができる。この理由とし
て、耐候性が高いことや、屋外に塗膜を設置した方が吸収した熱を屋外に放熱しやすくな
るため遮熱効率が高くなることが挙げられる。
【０１５６】
本発明のフッ素樹脂組成物を用いれば、既建造物の窓ガラス等に現場で塗布し常温で乾燥
させる方法で、窓ガラスに耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、表面硬度及び
透明性が高い塗膜を形成することができる。
【０１５７】
本発明のフッ素樹脂組成物は、２液型塗料組成物の主剤として用いることができる。
また、本発明のフッ素樹脂組成物が硬化剤（Ｈ）を含む場合、本発明のフッ素樹脂組成物
は、硬化剤（Ｈ）と、硬化剤（Ｈ）以外の上述した成分を含む主剤とからなる２液型塗料
組成物であってもよい。
【実施例】
【０１５８】
本発明を実施例により更に詳細に説明するが、本発明はこの実施例により限定されるもの
ではない。
【０１５９】
（実施例１）
ゼッフルＧＫ５７０（ダイキン工業社製）８０質量部に対して、下記のアクリル樹脂組成
物２０質量部を添加した。
次いで、下記の熱線遮蔽顔料分散液、紫外線吸収剤ａ、紫外線吸収剤ｂ、シランカップリ
ング剤、コロイダルシリカａ、レベリング剤、及び、酢酸ブチルを、それぞれ表１に記載
の量となるように添加した。得られた混合物に、更に、表１に記載の量となるよう硬化剤
ａを添加した後、塗料組成物を得た。
【０１６０】
（実施例２～７及び比較例１～５）
表１～２に記載の成分を、表１～２に示す量となるように配合した以外は、実施例１と同
様にして各塗料組成物を得た。
【０１６１】
各成分は、具体的には以下のとおりである。
（Ａ）水酸基含有含フッ素共重合体：
ゼッフルＧＫ５７０（テトラフルオロエチレン共重合体、水酸基価６０ｍｇＫＯＨ／ｇ、
固形分６５質量％、溶剤酢酸ブチル、ダイキン工業社製）
（Ｂ）アクリル系共重合体：
アクリル樹脂組成物（ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）、ｔ－ブチルメタク
リレート（ｔ-ＢＭＡ）からなるアクリル系共重合体（組成比　ＨＥＭＡ／ｔ－ＢＭＡ＝
１０／９０重量比）、固形分６５質量％、水酸基価６０ｍｇ・ＫＯＨ／ｇ、溶剤酢酸ブチ
ル）
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（Ｃ）熱線遮蔽顔料分散液：ＡＴＯ含有量４０質量％、添加剤８％、メチルエチルケトン
とジアセトンアルコールの混合溶剤、平均粒子径７３ｎｍ
（Ｄ）紫外線吸収剤
ａ：チヌビン４００（トリアジン系化合物、チバスペシャリティーケミカルズ社製）
ｂ：チヌビン４７９（ヒドロキシトリアジン系化合物、チバスペシャリティーケミカルズ
社製）
（Ｅ）シランカップリング剤：ＯＣＮＣ３Ｈ６Ｓｉ（ＯＣＨ３）３

（Ｆ）コロイダルシリカ
ａ：オルガノゾルＩＰＡ－ＳＴ（平均粒子径１１ｎｍ、固形分濃度３０％、日産化学工業
社製）
ｂ：オルガノゾルＭＥＫ－ＳＴ（平均粒子径１０ｎｍ、固形分濃度４０％、日産化学工業
社製）
ｃ：オルガノゾルＭＥＫ－ＡＣ－２２（平均粒子径１３ｎｍ、固形分濃度４４．６％、日
産化学工業社製）
（Ｇ）溶剤：酢酸ブチル（他の成分に含まれるものを除く）
（Ｈ）硬化剤
ａ：スミジュールＮ３３００（ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレート構造
体、ＮＣＯ含有量２２％、住化バイエルウレタン社製）
ｂ：タケネートＤ１４０Ｎ、（ＩＰＤＩとＴＭＰとのアダクト、ＮＣＯ含有量１１％、三
井化学株式会社製）
（Ｉ）レベリング剤：ＢＹＫ－３１０（ビックケミー社製）
【０１６２】
得られた塗料組成物を用いて以下の項目について評価した。結果を表１～２に示す。
＜ヘイズ及び全光線透過率＞
得られた塗料組成物を、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚フロートガラス（ＪＩＳ　
Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面に塗布し、２３℃で７日間
乾燥させて厚み１５μｍの塗膜を形成した。塗膜が形成されたガラス板について、ヘイズ
及び全光線透過率をヘイズメーター及び光線透過率計（ヘイズガードＩＩ：東洋精機社製
、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３法）を用いて測定し、下記の基準で評価した。
ヘイズ
◎：１．０％以下
○：１．０％超１．５％以下
△：１．５％超２．０％以下
×：２．０％超１０．０％以下
××：１０．０％超
全光線透過率
◎：８０％以上
○：７０％以上８０％未満
△：６０％以上７０％未満
×：６０％未満
【０１６３】
＜表面硬度＞
得られた塗料組成物を、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚フロートガラス（ＪＩＳ　
Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面に塗布し、２３℃で７日間
乾燥させて厚み１５μｍの塗膜を形成した。得られた塗膜の表面について、ＪＩＳ　Ｋ　
５４００．８．４．（１ｋｇ荷重）に準じて鉛筆硬度試験を行った。
【０１６４】
＜密着性＞
得られた塗料組成物を、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚フロートガラス（ＪＩＳ　
Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面に塗布し、２３℃で７日間
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乾燥させて厚み１５μｍの塗膜を形成した。得られた塗膜の表面について、ＪＩＳ　Ｋ　
５６００．５．６に準じてクロスカット試験を行い、下記の基準で評価した。
◎：ＪＩＳ　Ｋ　５６００．５．６「表１　試験結果の分類」の分類０
○：ＪＩＳ　Ｋ　５６００．５．６「表１　試験結果の分類」の分類１
△：ＪＩＳ　Ｋ　５６００．５．６「表１　試験結果の分類」の分類２
×：ＪＩＳ　Ｋ　５６００．５．６「表１　試験結果の分類」の分類３
××：ＪＩＳ　Ｋ　５６００．５．６「表１　試験結果の分類」の分類４及び分類５
【０１６５】
＜耐水性＞
得られた塗料組成物を、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚フロートガラス（ＪＩＳ　
Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面に塗布し、２３℃で７日間
乾燥させて厚み１５μｍの塗膜を形成した。塗膜が形成されたガラス板を、２３℃の純水
に５日間浸漬した後、水から取り出し、水気を軽く拭き取った後、ヘイズ及び全光線透過
率を測定した。さらに、水から取り出した３０分後に、塗膜の密着性を評価した。ヘイズ
、全光線透過率及び密着性の評価は、上述と同様の方法で行った。
【０１６６】
＜冷熱サイクル＞
得られた塗料組成物を用いて、上記と同様にして、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚
フロートガラス（ＪＩＳ　Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面
に厚み１５μｍの塗膜が形成されたガラス板を得た。得られたガラス板について、エスペ
ック株式会社製の小型冷熱衝撃装置ＴＳＥ－１１－Ａを用いて、６０℃１８時間、－２０
℃３時間を１サイクルとして１０サイクル繰り返した後、ヘイズ、全光透過率及び密着性
を評価した。ヘイズ、全光線透過率及び密着性の評価は、上述と同様の方法で行った。
【０１６７】
＜耐候性＞
得られた塗料組成物を用いて、上記と同様にして、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚
フロートガラス（ＪＩＳ　Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面
に厚み１５μｍの塗膜が形成されたガラス板を得た。得られたガラス板について、キセノ
ンランプ耐候性試験機　Ｃｉシリーズ　ハイブリッド・エクスポウジャーシステム（株式
会社東洋精機製作所社製）で促進耐候性試験を行った。具体的には、以下の条件で、促進
試験サイクルの２５サイクル（１０時間）を一回の試験とし、途中経過を確認しながら、
合計１００時間の試験を行った。試験後、全光線透過率、ヘイズ、密着性について、上述
と同様の方法で評価した。
（ハイブリッド・エクスポウジャーシステム試験条件）
過酸化水素水濃度：１．０％
フィルタ組み合わせ：内側　ＣＩＲＡ、外側　タイプＳ
（セグメント（１））
放射照度：８０Ｗ／ｍ２

ブラックパネル温度：５０℃
試験槽空気温度：３０℃
標準相対湿度：７０％
過酸化水素水スプレー：ＯＮ
セグメント時間：３分
（セグメント（２））
放射照度：８０Ｗ／ｍ２

ブラックパネル温度：５０℃
試験槽空気温度：３０℃
標準相対湿度：７０％
過酸化水素水スプレー：ＯＦＦ
セグメント時間：２分
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セグメント（１）とセグメント（２）を繰り返し、２時間を１サイクルとする。
【０１６８】
＜遮熱性＞
得られた塗料組成物を用いて、上記と同様にして、縦１５０ｍｍ、横７０ｍｍ、３ｍｍ厚
フロートガラス（ＪＩＳ　Ｒ３２０２標準試験板ガラス、日本テストパネル社製）の片面
に厚み１５μｍの塗膜が形成されたガラス板を得た。
塗膜形成前のガラス板の日射熱取得率（０．８８）を１とした場合の、塗膜形成後のガラ
ス板の日射熱取得率の比を遮蔽係数として算出した。
日射熱取得率は、ＪＩＳ　Ｒ　３１０６に準じて算出した。具体的には、ガラス板上の塗
膜の３００～２５００ｎｍの波長における透過率及び反射率を、分光光度計Ｕ－４１００
（日立製作所社製）を用いて、塗膜形成側面を入射光側にして測定し、ＪＩＳ　Ｒ　３１
０６付表２に記載の重価係数を用いて日射透過率及び日射反射率を算出し、得られた値を
用いて日射熱取得率を算出した。
遮蔽係数は、小さい値である方が遮熱性能が高いことを示す。
【０１６９】
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【表１】

【０１７０】
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【表２】

【０１７１】
（実施例８～１０）
表３に記載の組成とした以外は、実施例１と同様にして塗料組成物を得た。
表中の「（Ｊ）親水化剤」として、「ゼッフルＧＨ－７０１（ダイキン工業社製）」を用
いた。
得られた塗料組成物を、縦１１００ｍｍ、横８００ｍｍ、３ｍｍ厚のフロートガラス（窓
ガラス、日本板硝子社製）の片面に塗布し、２３℃で７日間乾燥させて厚み１５μｍの塗
膜を形成した。塗膜が形成されたガラス板を、ダイキン工業内事務所西側面窓に、２０１
０年３月１日から２０１３年３月２１日まで設置した。実施例８及び９は、塗膜面を屋外
側に、実施例１０は、屋内側になるように設置した。
所定期間経過後、ガラス板を取り外し、ガラス板の両面を、水道水を含まれた紙でふき取
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り洗浄した。洗浄後のガラス板について、全光線透過率及びヘイズを、実施例１と同様の
方法で評価した。また、塗膜外観を目視で観察した。
設置前のガラス板について、色彩計（コニカ・ミノルタ製ＣＲ－３００）でＬ＊１、ａ＊

１、ｂ＊１を測定して初期値とし、所定期間設置後に取り外した、未洗浄のガラス板につ
いて同様にＬ＊２、ａ＊２、ｂ＊２を測定し、下記式：
ΔＥ＝［（Ｌ＊１－Ｌ＊２）２＋（ａ＊１－ａ＊２）２＋（ｂ＊１－ｂ＊２）２］１／２

により、設置前後の差（ΔＥ１）を求めた。
また、上記洗浄後のガラス板について、同様にＬ＊３、ａ＊３、ｂ＊３を測定し、下記式
：
ΔＥ＝［（Ｌ＊１－Ｌ＊３）２＋（ａ＊１－ａ＊３）２＋（ｂ＊１－ｂ＊３）２］１／２

　

により、設置前のガラス板と、洗浄後のガラス板との差（ΔＥ２）を求めた。
また、洗浄前後のガラス板について目視評価した。
結果を表３に示す。
【０１７２】
【表３】

【産業上の利用可能性】
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【０１７３】
本発明のフッ素樹脂組成物を用いれば、耐熱密着性、耐寒密着性、耐水性に優れ、かつ、
高い表面硬度及び透明性を有する塗膜を形成することができる。
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